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(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 3

(2) 情報の扱い方に関する事項 2

(3) 我が国の言語文化に関する事項 1

Ａ　話すこと・聞くこと 3

Ｂ　書くこと 2

Ｃ　読むこと 4

知識・技能 6

思考・判断・表現 9

主体的に学習に取り組む態度 0

選択式 9

短答式 3

記述式 3

問題形式

61.4 61.0

60.4 61.8

46.7 45.5

評価の観点

61.9 62.0

55.8 55.4

75.6

思考力、

判断力、

表現力等

59.6 58.8

65.7 65.3

48.0 47.9

全体 58 58.1

学習指導

要領の

内容

知識及び

技能

58.3 59.2

59.9 59.6

76.4

分類 区分
対象問題数

（問）

平均正答率(％)

山梨県

（公立）

全国

（公立）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

集計結果 

正答数集計値・分布グラフ 

全国学力・学習状況調査 中学校 第３学年 国語 

生徒数 平均正答率(％) 中央値 標準偏差

山梨県（公立） 5,539 8.7 /15 58 9.0 3.3

全国（公立） 875,574 8.7 / 15 58.1 9.0 3.4

平均正答数

＜学習指導要領の内容の平均正答率の状況＞

生徒数

山梨県

（公立）

山梨県

（公立）

全国

（公立）

１５問 105 1.9 2.0

１４問 267 4.8 4.8

１３問 384 6.9 7.3

１２問 548 9.9 9.2

１１問 576 10.4 10.2

１０問 606 10.9 10.7

９問 551 9.9 10.5

８問 537 9.7 9.9

７問 472 8.5 8.9

６問 469 8.5 7.6

５問 363 6.6 6.3

４問 270 4.9 5.0

３問 177 3.2 3.6

２問 124 2.2 2.3

１問 61 1.1 1.2

０問 29 0.5 0.5

正答数集計値

正答数

割合(％)



 

 

問題別集計結果 

⑴
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Ａ

　

話

す

こ

と

・

聞

く

こ

と

Ｂ

　

書

く

こ

と

Ｃ

　

読

む

こ

と

知

識

・

技

能

思

考

・

判

断

・

表

現

主

体

的

に

学

習

に

取

り

組

む

態

度

選

択

式

短

答

式

記

述

式

山

梨

県

（

公

立

）

全

国

（

公

立

）

山

梨

県

（

公

立

）

全

国

（

公

立

）

１一
１

エ
○ ○ 66.3 63.2 0.2 0.4

１二
２

ウ
○ ○ 66.9 68.5 2.7 3.5

１三
１

ア
○ ○ 44.7 44.0 0.3 0.5

１四
１

オ
○ ○ 45.6 44.7 7.8 9.9

２一
２

ウ
○ ○ 36.1 36.3 0.3 0.5

２二
２

ア
○ ○ 75.2 75.2 0.3 0.6

２三
２

ア
○ ○ 64.4 64.5 0.3 0.6

２四
１

ウ
○ ○ 43.9 42.6 8.5 8.4

３一
１

ア
○ ○ 81.0 81.4 0.5 0.7

３二
２

オ
○ ○ 52.1 53.8 0.8 1.0

３三
２

ウ
○ ○ 66.5 68.8 10.1 10.2

３四
２

ウ
○ ○ 50.4 49.3 13.4 15.0

４一
１

オ
○ ○ 56.4 54.9 1.8 1.8

４二
１

イ
○ ○ 47.7 48.3 3.5 3.4

４三
１

エ

(ｲ)

○ ○ 76.4 75.6 2.4 2.3

短歌に詠まれている情景の時間帯の違いを捉え、時間の流

れに沿って短歌の順番を並べ替える

行書の特徴を踏まえた書き方について説明したものとして適

切なものを選択する

知識及び技能
思考力、判断

力、表現力等

漢字を書く（みちたりた）

表現を工夫して物語の最後の場面を書き、工夫した表現の

効果を説明する

短歌に用いられている表現の技法を説明したものとして適切

なものを選択する

本文に書かれていることを理解するために、着目する内容を決

めて要約する

物語を書くために集めた材料を取捨選択した意図を説明した

ものとして適切なものを選択する

物語の下書きについて、文の中の語句の位置を直した意図を

説明したものとして適切なものを選択する

本文中の図の役割を説明したものとして適切なものを選択す

る

本文中の情報と情報との関係を説明したものとして適切なも

のを選択する

本文中に示されている二つの例の役割をまとめた文の空欄に

入る言葉として適切なものをそれぞれ選択する

話合いの中で発言する際に指し示している資料の部分として

適切な部分を○で囲む

話合いの中の発言について説明したものとして適切なものを

選択する

話合いの話題や発言を踏まえ、「これからどのように本を選びた

いか」について自分の考えを書く

話合いの中の発言について説明したものとして適切なものを

選択する

評価の観点 問題形式 正答率(％) 無解答率(％)

問題番号 問題の概要

学習指導要領の内容



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的や相手に応じて、文章中から 

必要な情報を取り出すことができる生徒 

正答例  ２ 四  
ア 葉の形を表す言葉を、二次元的な形容のグ

ループと三次元的な形容のグループに分

け、前者には多様性、後者には共通性とい

う特徴があると述べている。 

誤答から見えるつまずき  
  
・ 【取り上げる情報が不足】 

選んだ〈着目する内容〉について、取り上げる情報が目的や相手に応じて十分ではなかったり、文章の内容
を誤って捉えていたりするなど、必要な情報を適切に取り上げて書くことができていない。 

・ 【内容を誤って捉えている】 
文章中に出てくる「二次元的」「三次元的」「多様性」「共通性」「普遍性」といった文章中のキーワードがど

のように使われているかを理解し、筆者の考えを正しく捉えることができていない。 

１学年の学習で…

特徴的な誤答  
ア 筆者は、葉の形を表す言葉を、二次元的な形容

のグループと三次元的な形容のグループに分

け、前者には共通性、後者には多様性という特

徴があると述べている。 
→ 文章中の情報を取り上げているが、 

内容を正しく捉えられていない 

目的や相手に応じて必要な情報を取り出し、その情報が 

適切なものであるか考える学習課題を設定しよう！ 

第１学年 Ｃ読むこと(1)ウ 

目的に応じて必要な情報に着目して要約し

たり，場面と場面，場面と描写を結び付け

たりして，内容を解釈すること。 

言
語
活
動 

を
通
し
て 

○ 言語活動例 

「植物の形には意味がある」を読み、 

理解したことを報告しよう。 

ここが 

POINT 

 取り上げた情報が正しく捉えられているか吟味することができるようにしましょう。 

＜日常的に実践できること…＞ 

・ 新聞記事やニュースの内容を要約する ・ 文学作品のあらすじを指定の字数でまとめる 

・ 図表を用いながら情報を整理する   ・ １分間で自分の考えをスピーチする 

読んだことのない人に内容を理解して

もらうために、「葉の形」と「特徴」

を整理していきましょう。 

文章中の情報がどのような関係で使わ

れているか表にまとめた方がわかりや

すそうだね。 

「葉の形」については、「二次元的」と「三次元的」のグループ分けでよさそうですね。 
でも、「特徴」として取り上げた「共通性」と「多様性」について、葉の形との関係は適切で

しょうか。 

日々の学習における改善･充実 
資
質
・
能
力 

を
育
成
す
る 

取り上げた情報を表にまとめることで、「葉の形」と「特徴の関係」が一目で見てわかりやす

いですね。では、取り上げた情報が読んだことのない人へ伝えるために正確なものか確認して

みましょう。 

葉の形 二次元的な形容 三次元的な形容 

特徴 共通性 多様性 

 

全国学力・学習状況調査 授業改善のポイント（調査問題２四） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国学力・学習状況調査 小学校 算数 第６学年 

（ 

以
下
省
略 

） 
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目
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情
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中学校 国語 



 

 

 

 

 

全国学力・学習状況調査 授業改善のポイント（調査問題２四） 



 

 

 

 

 



知 思
言
葉

情
報

言
語

話
聞

書 読

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

選択

選択 78.6

自分の考えや根拠が明確になるよう
に、話の構成を考えているかどうかを
みる。

相手の反応を踏まえながら、自分の
考えが分かりやすく伝わるように表現
を工夫しているかどうかをみる。

57.4 52.8

78.3

58.4 2.8

49.4 4.4

49.5 4.8

56.5 3.4

話すこと・聞くこと

知識・技能

県-全国
（ポイント）

推定全国値
（％）

4.147.5

実施生徒数
（人）

5538

設問数
（問）

24

県平均正答率
（％）

58.5

推定全国値
（％）

54.8

県-全国
（ポイント）

3.7

　※推定全国値とは、事前の調査による様々な指標値の結果を基に推定した正答率を示しています。

領
域

44.2 4.8

62.9 7.2

68.0 1.9

書くこと

読むこと

解
答
形
式

県平均正答率
（％）

51.6

49.0

70.1

69.9

言葉の特徴や使い方に関する事項

選択式

短答式

記述式

61.2

53.8

54.3

59.9

60.2

61.3

49.7

我が国の言語文化に関する事項

情報の扱い方に関する事項

観
点

思考・判断・表現

56.7 3.5

55.1 6.2

46.2 3.5

1.0

(

ポ
イ
ン
ト

)

全
国
と
の
差

0.9

(

％

)

推
定
全
国
値

92.8

(

％

)

県
平
均
正
答
率

93.7

37.1

3.482.9 79.5

36.1

4.6

5 -0.3

4

学級をよりよくす
るために話し合
う

設問別正答率

通
し
番
号

1

解
答
形
式

問題の内容 出題のねらい

目的に応じて、日常生活の中から話
題を決め、伝え合う内容を検討してい
るかどうかをみる。

必要に応じて質問しながら話の内容
を捉えているかどうかをみる。

話題や展開を捉えながら話し合い、
互いの発言を結び付けて考えをまと
めているかどうかをみる。

2

3

観点

選択

領域

選択

記述

山梨県学力把握調査 中学校 第２学年 国語



○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

選択

選択

選択

記述 55.8

62.9

68.0 65.5
地域の図書館に
ついてのレポー
トを書く

目的に応じて、日常生活の中から話
題を決め、伝えたいことを明確にして
いるかどうかをみる。

選択

選択

記述

短答

選択

文法・語句に関
する事項

単語について理解しているかどうかを
みる。

文節の関係について理解しているか
どうかをみる。

40.1

言葉の使い方に
関する文章を読
む

目的に応じて必要な情報に着目して
要約しているかどうかをみる。 28.7

68.5

47.3

記述

選択

選択

2.9

3.1

5.2

3.3

78.1

54.5

59.3

49.0 44.2

49.5

54.2

6

19

2.5

4.87

8

9

10

11

12

14

15

64.0

文章を読んで理解したことに基づい
て、自分の考えを確かなものにしてい
るかどうかをみる。

選択

1.3

3.6

33.5

選択

4.7

3.2

7.2

文学的な文書を
読む

場面と場面を結び付けて、内容を解
釈しているかどうかをみる。

33.3

2.8

1.7

3.5

54.4

72.4

3.9

43.6

58.3

13

16

17

18

77.2

52.5

35.2

60.3

38.0

57.9

20

21

22

23

24
漢字の部首について理解しているか
どうかをみる。

歴史的仮名遣いについて理解してい
るかどうかをみる。

41.9

62.9

選択

選択

選択

短答

選択 64.7

45.1

70.1

表現の効果について、根拠を明確に
して考えているかどうかをみる。

文法・語句に関
する事項

57.5登場人物の心情について、描写を基
に捉えているかどうかをみる。

事実と意見の関係について叙述を基
に捉えているかどうかをみる。

文章の構成や展開について、根拠を
明確にして考えているかどうかをみ
る。

◎観点の表記の意味は下記の通りです。
【観点について】（知）知識・技能　（思）思考・判断・表現
【領域について】（言葉）言葉の特徴や使い方に関する事項　（情報）情報の扱い方に関する事項
　　　　　　　　　  （言語）我が国の言語文化に関する事項　（話聞）話すこと・聞くこと　（書）書くこと
　　　　　　　　　　（読）読むこと

5.7

8.7

5.2

51.3

25.6

44.3

60.7

6.8

文法・語句に関
する事項

情報と情報との関係について理解し
ているかどうかをみる。

地域の図書館に
ついてのレポー
トを書く

読み手の立場に立って、文章を整え
ているかどうかをみる。

根拠を明確にしながら、自分の考え
が伝わる文章になるように工夫してい
るかどうかをみる。

読み手からの助言を踏まえ、自分の
文章のよい点や改善点を見いだして
いるかどうかをみる。

文法・語句に関
する事項

小学校で学習した漢字を正しく使って
いるかどうかをみる。



通し番号

3 37.1 36.1 1.0

【比較的できている設問】

選択

2 選択

5

【課題がある設問】
☆次のページに「通し番号３」に関連した具体的な授業例の提示

県平均正答率（％）

17 記述

思考・判断・表現

出題のねらい 観点

歴史的仮名遣いについて理解しているかどうかをみる。

選択

知識・技能

目的に応じて、日常生活の中から話題を決め、伝え合う内
容を検討しているかどうかをみる。

必要に応じて質問しながら話の内容を整えているかどうか
をみる。

相手の反応を踏まえながら、自分の考えが分かりやすく伝
わるように表現を工夫しているかどうかをみる。

通し番号 問題内容 解答形式

23
文法・語句に関する
事項

短答

1

16 選択
文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを確か
なものにしているかどうかをみる。

学級をよりよくする
ために話し合う

言葉の使い方に関
する文章を読む

12 28.7 25.6 3.1

問題の内容 言葉の使い方に関する文章を読む

観点 出題形式
思考・判断・表現 記述

観点 出題形式
思考・判断・表現 記述

問題の内容

学習の指導に
当たって

話題や展開を捉えながら話し合うために、何についてどのような目的で話し合っているかと
いった、話合いの流れを生徒が常に意識できるような機会を設定することが考えられる。ま
た、話合いの展開に応じて、自分の発言と他者とを結び付けたり、他者同士の発言を結び付
けたりして、自分の考えや集団の考えをまとめられるように、学習活動の中で話合いの内容を
記録したり、考えを整理したりすることが大切である。

通し番号 県平均正答率（％） 推定全国値（％） 全国との差（ポイント）

推定全国値（％） 全国との差（ポイント）

学級をよりよくするために話し合う

文節の関係について理解しているかどうかをみる。

出題のねらい 目的に応じて必要な情報に着目して要約しているかどうかをみる。

学習の指導に
当たって

目的に応じて必要な情報に着目して要約するために、生徒が要約を行う目的を確認できる場
面を学習活動の中に設定することが大切である。また、要約したものが目的に沿っているかを
考え、さらに必要な情報を取り出したり捉えたりしたりすることができているかを生徒が意識す
ることが大切である。他者と協働的に学習に取り組む機会を設定することで、生徒が自分の要
約した内容を俯瞰的な視点から振り返ることができると考えられる。

通し番号 県平均正答率（％） 推定全国値（％） 全国との差（ポイント） 観点 出題形式

知識・技能 選択

出題のねらい 話題や展開を捉えながら話し合い、互いの発言を結び付けて考えをまとめているかどうかをみる。

学習の指導に
当たって

文節の関係について理解を深めていくために、文節の関係について学習する機会を単発的に
行うだけでなく、〔思考力、判断力、表現力等〕の各領域の学習過程における指導との関連を
意識的に図ることが必要となる。「A話すこと・聞くこと」における「表現、共有（話すこと）」、「B
書くこと」における「考えの形成、記述」「推敲」の指導事項と関わりをもたせながら、知識として
定着できる学習過程を考えることが大切である。

19 35.2 33.5 1.7

問題の内容 文法・語句に関する事項

出題のねらい
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県学力把握調査 授業改善のポイント（調査問題通し番号３） 

話合いの話題や展開を捉えながら、発言を結び付けて 

自分の考えをまとめることができる生徒 

  

 

分析と課題  
 

課題がある設問（通し番号３）  
 話題や展開を捉えながら話し合い、

互いの発言を結び付けて考えをまと

めているかどうかを見る問題。 

話合いに参加していても、話題を意識しながら話

し合うことに課題がある。また、他者の発言を結び

付けて自分の考えをまとめることに課題がある。 

１学年の学習で…

自分の考えが話合いの話題や内容とどのように結びついているか、 

そのつながりが分かるようにまとめられたかを振り返ろう！ 

 

○ 言語活動例 
「話合いをするときに大切
なこと」を考えよう。 

言
語
活
動 

を
通
し
て 

○ 指導事項 
〔第１学年〕思考力、判断力、表現力等 
Aオ 話題や展開を捉えながら話し合い、
互いの発言を結び付けて考えをまとめる。 

資
質
・
能
力 

を
育
成
す
る 

＜日常的に実践できること…＞ 
・ 話合いの話題を可視化して提示する   ・ 自分の考えの基になる発言や話合いの内容をメモさせる 

・ 話合いの序盤や発言がある程度出た段階で話し合う目的を確認する ・ 振り返りの観点を明確にする 

教師が振り返る観点を明らかにして、

○ 学習の流れ 
① 学習の見通しをもつ。 
② 資料や提供された情報から、話題を確認す 

る。 
→ 話題について話合いをしている様子の導入

部分のみをワークシートなどで例示する 
③ 【話合いの一部（導入部の例）】の続きを 
  考え、話し合う。 
→ ワークシート内の話合いの続きをグループ 

等で話し合いながら考える 
④ 話し合ったことを基に、自分の考えをまと

める。 
 

本時は「○○」という話題
についてグループで話し合
いました。 
グループで話した内容を踏
まえて、話題についてあな
たが考えたことをまとめま
しょう。 

○ 学習の流れ 
⑤ 前時の学習を振り返る。 
→ 前時④【話合いを踏まえた自分の考え】 

を受け、「話合いの中の誰の発言と結び 
つくか明確でないもの」「話題とのつな 
がりが具体的でないもの」を取り上げ 
ワークシート等で例示 

⑥ 「【話合いを踏まえた自分の考え】の例」 
のまとめ方について分析する。 

→ 例示を参考に、自分の考えのまとめ方を 
意識して話し合う 

⑦ 前時の話合いで分かったことを踏まえ、 
自分の生活で意識したいことについて 
話し合う。 

⑧ 話し合ったことを基に、自分の考えを 
  まとめる。学習を振り返る。 
 
 話し合ったことを踏まえて、
これからの話合いでどのよう
に生かしていきたいか。学習
を通して気づいたことを振り
返ってみましょう。 


